
 

 

 

 

 

 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌの各種ＯＤＦソフトウエア比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年１２月１１日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌ材の極点図からＯＤＦ解析出来るＯＤＦソフトウエアとして 

   ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ｐｏｐＬＡ，ＭＴＥＸ，ＡＴＥＸ等があります。 

   同一極点図から解析されるＯＤＦは若干異なります。 

   この比較を行ってみます。 

ＯＤＦ解析ソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘ Ｖｅｒ．３．０．５４ 

  ポーランドＬａｂｏＳｏｆｔ社、国内はＨｅｌｐｅｒＴｅｘで販売 

 ＴｅｘＴｏｏｌｓ Ｖｅｒ．３．３ 

  カナダＲｅｓＭａ社、国内はＨｅｌｐｅｒＴｅｘで販売 

 ｐｏｐＬＡ Ｖｅｒ．１９９９ 

  Ｌｏｓ Ａｌａｍｏｓで作成 

 ＭＴＥＸ Ｖｅｒ．４．５．２ 

  ＭＡＴＬＡＢ環境で動作するＦｒｅｅ―ＯＤＦ解析ソフト 

 ＡＴＥＸ Ｖｅｒ．１．３４ 

   

入力データ 

 ＣＴＲソフトウエアのＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２．０で解析したデータ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各ＯＤＦ入力データ作成 

 ＣＴＲソフトウエアのＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエア 

 

 

入力データと同一ホルダに各種ＯＤＦホルダが作成される。 

 

  

 



計算されたＯＤＦ図(ODF Export データを GPODFDisplayで表示し，結晶方位密度を計算) 

LaboTex  

TexTools  

popLA  

MTEX  

ATEX  

 



再計算極点図(Export極点図を GPPoleDisplayで表示) 

ＬａｂｏＴｅｘによる再計算極点図 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓによる再計算極点図 

 

ｐｏｐＬＡによる再計算極点図 

 

ＭＴＥＸによる再計算極点図 

 

ＡＴＥＸは極点図がＥｘｐｏｒｔ出来ない 

 

 



Ｅｒｒｏｒ評価(入力極点図と再計算極点図から ValueODFVFソフトウエアでＲｐ％計算) 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  

ｐｏｐＬＡ 

 

ＭＴＥＸ 

 

 

 

 

 

 

 

  



結晶方位密度比較(hkluvwlistDisplayソフトウエアで結晶方位密度を表示) 

 

 

 

popLA以外は同一の傾向が認められます。 



ｐｏｐＬＡのＨｅｘａｇｏｎａｌ評価 

Ｂ－ＴｙｐｅのＴＤ－Ｓｐｌｉｔ  

 ｛－１２－１５｝＜１０－１０］、｛－１２－１４｝＜１０－１０＞を 

 各３０％のＶＦとして極点図を作成し、完全極点図とα７５度の極点図を作成し評価する。 

 ＬａｂｏＴｅｘのＭｏｄｅｌＯＤＦで作成 

  

  

  



Ｂ－ＴｙｐｅのＥｕｌｅｒ角度 

  

  

 



完全極点図のｐｏｐＬＡ解析 

  

 ＯＤＦ解析結果 

  

不完全極点図のｐｏｐＬＡ解析 

  

 ＯＤＦ解析結果 

  



完全極点図、不完全極点図から解析のｐｏｐＬＡ結晶方位密度比較 

 

 

結論 

 ｐｏｐＬＡでは、入力極点図を０―＞８０を想定しているが、ｓｃｈｕｌｚの反射法ではＭａｘ７５度 

   この影響で、０－＞７５の極点図では正解は期待できない。 

  


